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後
期
高
齢
者
医
療

介
護
保
険

国
民
年
金

国
民
健
康
保
険

各
種

税 保
険
料
の
納
付
に
は
口
座
振
替
を

　
国
民
健
康
保
険
料
の
納
付
は
、

納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
に
、
指
定

し
た
口
座
か
ら
自
動
的
に
月
々
の

保
険
料
が
引
き
落
と
さ
れ
る
口
座

振
替
が
便
利
で
す
。

　
口
座
振
替
を
利
用
さ
れ
て
い
な

い
方
は
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を

持
っ
て
健
幸
増
進
課
で
手
続
き
を

し
て
い
た
だ
く
か
、通
帳・通
帳
届

出
印・保
険
証
等
を
持
っ
て
、指
定

の
金
融
機
関
、郵
便
局
、ゆ
う
ち
ょ

銀
行
の
各
窓
口
で
手
続
き
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

問
合
先　
健
幸
増
進
課
☎（
275
）６

３
７
４

後
期
高
齢
者
医
療

介
護
保
険

国
民
年
金

国
民
健
康
保
険

各
種

税
７
月
か
ら
普
通
徴
収
（
口
座
振
替

や
納
付
書
に
よ
る
納
付
）
が
始
ま

り
ま
す

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
で
は
、

普
通
徴
収
分
に
つ
い
て
は
暫
定
保

険
料
が
な
い
た
め
、
４
月
か
ら
６

月
の
間
は
口
座
振
替
や
納
付
書
に

よ
る
納
付
は
あ
り
ま
せ
ん
。た
だ

し
、
過
年
度
分
に
対
す
る
保
険
料

に
つ
い
て
は
、
過
年
度
分
の
口
座

振
替
は
不
可
の
た
め
、
納
付
書
を

送
付
し
ま
す
。

　
７
月
中
旬
に
今
年
度
の
保
険
料

決
定
通
知
等
を
送
付
し
ま
す
が
、

普
通
徴
収
の
み
の
方
は
、
年
間
保

険
料
を
７
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で

の
９
回
で
納
付
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。

問
合
先　
健
幸
増
進
課
☎（
275
）６

３
９
２

後
期
高
齢
者
医
療

介
護
保
険

国
民
年
金

国
民
健
康
保
険

各
種

税自
賠
責
保
険
・
共
済
な
し
で

の
運
行
は
法
令
違
反
で
す

　
自
賠
責
保
険
・
共
済
は
原
動
機

付
き
自
転
車
を
含
む
す
べ
て
の
自

動
車
１
台
ご
と
に
、
自
動
車
損
害

賠
償
保
障
法
に
基
づ
き
加
入
が
義

務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。万
一
の

自
動
車
事
故
の
際
に
、
加
害
者
の

賠
償
責
任
を
担
保
す
る
こ
と
で
被

害
者
の
基
本
的
な
賠
償
を
保
障
す

る
制
度
で
あ
り
、
被
害
者
の
救
済

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
四
輪
車
は
も
ち
ろ
ん
、
車
検
制

度
の
な
い
２
５
０
ｃ
ｃ
以
下
の
バ

泉大津市・高石市・忠岡町の
気になる情報をお届けします！

正木美術館
二市一町にお住まいの方：入館料を 200円割引
対象　高石市、泉大津市にお住まいの方
入館時に住所確認のできる免許証、マイナンバー
カード、保険証などをご提示ください。18歳未満
の方は、同伴者の証明で割引を適用します。
※忠岡町の方は広報紙の優待割引券をお持ちく
　ださい。展覧会情報等については正木美術館　
　ホームページでご確認ください。
問合先　正木美術館 (忠岡町忠岡中 2-9-26)
　　　　☎0725(21)6000

通訳ボランティア募集
　姉妹都市であるアメリカ・カリフォルニ
ア州ロミタ市より交換留学生が来日された
際、行事などに同行し、通訳を担っていただ
くボランティアを募集します。
※行事参加に係る費用は協会が負担。ボラン
　ティア保険の加入あり。
対象　英会話の経験があり、ロミタ市からの
　　　来訪者をもてなす活動を通じて、さ　
　　　らに英会話能力の向上をめざす方
申込・問合先　姉妹都市協会事務局(地域創
　　　　　　　生課内)☎（275)6138

浜街道まつり
　浜街道まつりでは、歴史的な家屋や倉
庫を活用し、地域住民の手作りで、街角
ギャラリー、アートクラフト展や手作り
ショップ出展販売、ミュージックスト
リートなどの催しを行います。
日時　5 月 25日 ( 日 )10:00 ～ 16:00
場所　浜街道周辺地域 ( 新川中橋付近・
　　　神明町・本町・東港町 )
問合先   泉大津市都市づくり政策課　
　　　　☎0725（33）1131

イ
ク（
原
動
機
付
自
転
車・軽
二
輪

自
動
車
）は
有
効
期
限
切
れ
、か
け

忘
れ
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。　
　

※
自
賠
責
保
険
の
加
入
手
続
き
市

　
役
所
で
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
自

　
責
保
険
の
取
扱
代
理
店
で
加
入

　
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
先　
税
務
課
☎（
275
）６
０
９

７固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
の　

納
税
通
知
書
を
ご
確
認
く
だ
さ
い

　
本
年
１
月
１
日
現
在
で
、
市
内

に
土
地
・
家
屋
・
償
却
資
産
を
所

有
し
て
い
る
方
に
、
令
和
7
年
度

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
の
納

税
通
知
書
を
５
月
初
旬
に
送
付
し

ま
す
。な
お
、
免
税
点
未
満（
課
税

標
準
額
で
土
地
30
万
円
、
家
屋
20

万
円
、償
却
資
産
150
万
円
未
満
）の

場
合
に
は
送
付
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
納
税
通
知
書
の
固
定
資
産
課
税

明
細
書
に
は
、土
地
一
筆
、家
屋
一

棟
単
位
で
そ
れ
ぞ
れ
所
在
地
番
、

面
積
、
税
額
等
を
記
載
し
て
い
ま

す
の
で
、
内
容
に
誤
り
が
な
い
か

ご
確
認
く
だ
さ
い
。納
税
通
知
書

に
つ
い
て
ご
不
明
な
点
等
が
あ
れ

ば
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
先　
税
務
課
☎（
275
）６
１
０

９
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固
定
資
産
税
等
の
減
免

　
自
ら
住
ん
で
い
る
自
己
居
住
用

資
産（
土
地
・
家
屋
）を
所
有
し
て

い
る
方
の
う
ち
、
次
の
条
件
を
す

べ
て
満
た
す
方
は
、
申
請
に
よ
り

当
該
資
産
の
固
定
資
産
税
・
都
市

計
画
税
の
２
分
の
１
が
減
額
さ
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

①
１
月
１
日
現
在
で
、
所
有
者
が

寡
婦
、
ひ
と
り
親
、
特
別
障
が
い

者
、
ま
た
は
65
歳
以
上
の
い
ず
れ

か
で
あ
る
こ
と
②
所
有
者
及
び
所

有
者
と
生
計
を
一
に
す
る
す
べ
て

の
方
の
、
前
年
中
の
所
得
金
額
が

所
定
の
範
囲
内
で
あ
る
こ
と
③
所

有
者
が
自
己
居
住
用
資
産
以
外
の

固
定
資
産
を
所
有
し
て
い
な
い
こ

と
④
固
定
資
産
税
と
都
市
計
画
税

の
合
計
年
税
額
が
５
万
円
以
下
で

あ
る
こ
と
⑤
自
己
居
住
用
家
屋
の

延
床
面
積
が
70
㎡
以
下
で
あ
る
こ

と※
申
請
は
第
1
期
納
期
限
ま
で
に

　
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
先　
税
務
課
☎（
275
）６
１
０

９

6
月
2
日
は
自
動
車
税（
種
別
割
）

の
納
期
限
で
す

　
府
の
指
定
金
融
機
関
等
、
府
内

の
郵
便
局
、府
税
事
務
所
、コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
等
で
納
付
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。ま
た
、納
付
書

の
表
面
に
印
字
さ
れ
て
い
る
「
地

方
税
統
一
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
」
に
対
応

し
た
金
融
機
関
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
決
済
ア
プ
リ
、「
地
方
税
お
支
払

サ
イ
ト
」
を
利
用
し
た
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
納
付
、
ペ

イ
ジ
ー
納
付
等
も
可

能
で
す
。

　
詳
し
く
は
、
府
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
先　
府
自
動
車
税
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
☎（
０
５
７
０
）０
２
０
１

５
６

後
期
高
齢
者
医
療

介
護
保
険

国
民
年
金

国
民
健
康
保
険

各
種

税第
１
号
被
保
険
者
へ
の 

独
自
給
付
を
ご
存
知
で
す
か

▼
死
亡
一
時
金

　

第
１
号
被
保
険
者

と
し
て
保
険
料
を
３
年
以
上
納
め

た
方
が
、
何
の
年
金
も
受
け
ず
に

亡
く
な
ら
れ
た
場
合
、
生
計
を
同

じ
く
し
て
い
た
遺
族（
配
偶
者
、子

な
ど
）
に
支
給
さ
れ
ま
す
。た
だ

し
、
そ
の
遺
族
が
遺
族
基
礎
年
金

を
受
け
ら
れ
る
と
き
は
支
給
さ
れ

ま
せ
ん
。

▼
遺
族
基
礎
年
金

　
次
の
い
ず
れ
か
の
方
が
亡
く
な

ら
れ
た
と
き
に
、
そ
の
方
に
よ
っ

て
生
計
を
維
持
さ
れ
て
い
た
「
子

の
あ
る
配
偶
者
」ま
た
は「
子
」に

支
給
さ
れ
ま
す
。

①
国
民
年
金
の
被
保
険
者
②�

国
民

年
金
の
被
保
険
者
で
あ
っ
た
方

で
、
日
本
国
内
に
住
所
が
あ
る
60

歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
③�
老
齢
基

礎
年
金
の
受
給
権
者
ま
た
は
受
給

資
格
期
間
を
満
た
し
て
い
る
方

※�

①
②
の
場
合
は
、
死
亡
月
の

前
々
月
ま
で
の
被
保
険
者
期
間

の
う
ち
、
保
険
料
納
付
済
期
間

と
免
除
期
間（
納
付
猶
予
期
間・

学
生
納
付
特
例
期
間
を
含
む
）

を
合
わ
せ
た
期
間
が
３
分
の
２

以
上
の
方
を
対
象
と
し
ま
す
。

ま
た
は
、
死
亡
月
の
前
々
月
ま

で
の
直
近
の
１
年
間
に
保
険
料

の
未
納
が
な
い
場
合
で
も
受
給

で
き
ま
す
。

　
な
お
、
子
と
は
18
歳
到
達
年
度

の
末
日
ま
で
の
子
、
ま
た
は
20
歳

未
満
で
障
が
い
等
級
が
１
級
も
し

く
は
２
級
の
状
態
に
あ
る
子
を
い

い
ま
す
。

▼
寡
婦
年
金

　
国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者

と
し
て
保
険
料
を
納
め
た
期
間

（
免
除
期
間
を
含
む
）が
10
年
以
上

あ
る
夫
が
亡
く
な
ら
れ
た
場
合

に
、
10
年
以
上
婚
姻
関
係
が
継
続

し
て
お
り
、
夫
に
よ
っ
て
生
計
を

維
持
さ
れ
て
い
た
妻
に
支
給
さ
れ

ま
す
。

　
支
給
期
間
は
60
歳
か
ら
65
歳
ま

で
の
間
で
、
夫
の
第
１
号
被
保
険

者
期
間
に
基
づ
い
て
計
算
さ
れ
た

老
齢
基
礎
年
金
額
の
４
分
の
３
で

す
。寡
婦
年
金
と
死
亡
一
時
金
の

両
方
を
受
け
ら
れ
る
場
合
、
ど
ち

ら
か
一
方
を
選
択
し
て
受
給
す
る

こ
と
と
な
り
ま
す
。詳
し
く
は
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
先　
健
幸
増
進
課
☎（
275
）６

２
４
１
ま
た
は
堺
西
年
金
事
務
所

☎︎（
243
）７
９
０
０

後
期
高
齢
者
医
療

介
護
保
険

国
民
年
金

国
民
健
康
保
険

各
種

税
高
石
シ
ー
サ
イ
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
2
０
２
５
中
止
の
お
知
ら
せ

　
例
年
6
月
に
開
催
し
て
お
り
ま

す
「
高
石
シ
ー
サ
イ
ド
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
」は
、実
行
委
員
会
で
の
協

議
の
結
果
、
警
備
人
材
の
確
保
が

困
難
な
こ
と
な
ど
か
ら
来
場
者
の

皆
様
の
安
全
確
保
が
難
し
い
と
判

断
し
、開
催
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

　
楽
し
み
に
し
て
く
だ
さ
っ
て
い

た
皆
様
に
は
、
心
苦
し
い
お
知
ら

せ
と
な
り
ま
す
が
、
何
卒
ご
理
解

の
ほ
ど
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
先　
地
域
創
生
課�

☎（
275
）６

１
３
８

ご
寄
附
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
株
式
会
社
つ
ぼ
市
製
茶
本
舗
様

よ
り
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。心
温
ま
る
ご
寄
附
に
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

寄
附
金
額　
200
万
円

寄
附
対
象
事
業　
ふ
る
さ
と
納
税

事
業

問
合
先　
地
域
創
生
課
☎（
275
）６

１
３
８

今月が納期限の税金

〈固定資産税〉：第1期分　　　
〈都市計画税〉：第1期分　　
〈軽自動車税(種別割)〉：全期分

6月2日までにお近くの�
金融機関またはコンビニエンス�
ストア等で納めてください。

問合先　税務課☎（275）6094
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支
援
教
育
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

　
市
内
の
公
立
幼
稚
園
・
小
中
学

校
で
は
、
支
援
を
必
要
と
す
る
こ

ど
も
た
ち
の
主
体
的
な
社
会
参

加
・
自
立
に
つ
な
げ
る
支
援
教
育

の
充
実
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
支
援
学
級
に
在
籍
す
る
障
が
い

の
あ
る
こ
ど
も
た
ち
だ
け
で
な

く
、
通
常
の
学
級
に
在
籍
す
る
支

援
を
必
要
と
す
る
こ
ど
も
た
ち
に

つ
い
て
も
、
一
人
ひ
と
り
の
教
育

的
ニ
ー
ズ
や
個
々
の
障
が
い
の
状

況
に
応
じ
た
適
切
な
指
導
や
支
援

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
市
内
の
公
立
小
中
学
校

10
校
す
べ
て
に
通
級
指
導
教
室
を

設
置
し
、
言
語
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
等
に
課
題
の
あ
る
児
童
・

生
徒
へ
の
支
援
も
進
め
る
と
と
も

に
、
各
学
校
園
に
お
け
る
支
援
教

育
の
充
実
を
図
る
た
め
、
専
門
家

等
に
よ
る
巡
回
相
談
も
実
施
し
て

い
ま
す
。

　
市
で
は
引
き
続
き
、
す
べ
て
の

こ
ど
も
た
ち
が
、と
も
に
学
び
、支

え
あ
い
、
生
き
る
力
を
育
む
教
育

の
充
実
に
取
り
組
み
ま
す
。

問
合
先　
学
校
教
育
課
☎（
275
）６

４
３
４

特
別
障
害
者
手
当
・
障
害
児
福
祉
手

当
に
つ
い
て

▼
特
別
障
害
者
手
当

対
象　
日
常
生
活
で
常
に
特
別
な

介
護
が
必
要
な
在
宅
の
重
度
障
が

い
者
で
20
歳
以
上
の
方
（
福
祉
施

設
入
所
者
及
び
一
定
期
間
入
院
し

て
い
る
方
を
除
く
）

支
給
額　
月
額
２
万
９
５
９
０
円

（
２
月
・
５
月
・
８
月
・
11
月
に
支

給
）

▼
障
害
児
福
祉
手
当

対
象　
日
常
生
活
で
常
に
特
別
な

介
護
が
必
要
な
在
宅
の
重
度
障
が

い
者
で
20
歳
未
満
の
方
（
福
祉
施

設
入
所
者
を
除
く
）

支
給
額　
月
額
１
万
６
１
０
０
円

（
２
月
・
５
月
・
８
月
・
11
月
に
支

給
）

※
い
ず
れ
の
手
当
も
所
得
制
限
が

　
あ
り
ま
す
。ま
た
、申
請
に
は
各

　
手
当
認
定
用
の
診
断
書
が
必
要

　
で
す
。

問
合
先　
高
齢
・
障
が
い
福
祉
課

�

☎（
275
）６
２
９
４

文
化
財
保
護
条
例
を
制
定

　
地
域
の
歴
史
、文
化
を
保
護
し
、

後
世
に
残
し
伝
え
て
い
け
る
よ
う

文
化
財
保
護
条
例
を
制
定
し
ま
し

た
。市
内
に
あ
る
重
要
な
文
化
財

を
市
が
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。市
指
定
文
化
財
の
所
有
者
等

は
当
該
文
化
財
の
現
状
変
更
等
に

一
定
の
制
約
が
課
さ
れ
ま
す
が
、

当
該
文
化
財
の
修
理
や
記
録
の
作

成
、
公
開
を
さ
れ
る
場
合
に
必
要

と
な
る
経
費
に
対
し
、
市
は
補
助

金
を
支
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

問
合
先　
社
会
教
育
課�

☎（
275
）６

４
３
７�

５
月
28
日
午
前
11
時
頃
に
市
内
の 

防
災
行
政
無
線
の
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら

放
送
が
流
れ
ま
す

　
地
震
や
津
波
、
武
力
攻
撃
な
ど

の
発
生
時
に
備
え
、
全
国
一
斉
情

報
伝
達
訓
練
を
行
い
ま
す
。こ
れ

は
、全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム（
Ｊ

ア
ラ
ー
ト
）を
用
い
た
訓
練
で
、高

石
市
以
外
の
全
国
の
地
域
で
も
同

様
の
訓
練
が
行
わ
れ
ま
す
。

問
合
先　
危
機
管
理
課
☎（
275
）６

２
４
５

受
診
率
向
上
に
向
け
た
共
働
事
業

特
定
健
診
特
別
金
利
定
期
貯
金

　
Ｊ
Ａ
い
ず
み
の
と
の
協
働
事
業

で
、
期
間
中
に
特
定
健
診
等
を
受

診
し
、ス
ー
パ
ー
定
期
貯
金（
10
万

円
〜
１
０
０
万
円
）
を
新
規
で
預

け
る
と
年
０
・
28
％
の
金
利
が
適

用
さ
れ
ま
す
。

期
間　
令
和
8
年
３
月
31
日

対
象　
高
石
市
・
和
泉
市
・
泉
大

津
市
・
岸
和
田
市
・
忠
岡
町
い
ず

れ
か
の
国
民
健
康
保
険
ま
た
は
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
す
る

40
歳
以
上
の
方

　
詳
し
く
は
Ｊ
Ａ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
い
た
だ
く

か
、
お
近
く
の
本
店

へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
合
先　
Ｊ
Ａ
い
ず
み
の
本
店
☎

０
７
２（
４
３
９
）２
３
８
１

家
庭
用
剪
定
枝
粉
砕
機
を
無
料
貸
出

　
家
庭
の
庭
木
剪
定
で
発
生
す
る

枝
葉
を
粉
砕
す
る
剪
定
枝
粉
砕
機

を
無
料
で
貸
出
し
ま
す
。処
理
し

た
枝
葉
の
チ
ッ
プ
は
、
た
い
肥
や

植
え
込
み
樹
木
根
元
の
雑
草
抑

止
、
土
の
乾
燥
予
防
等
の
用
途
で

利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。可

燃
ご
み
と
し
て
搬
出
せ
ず
に
資
源

と
し
て
自
家
処
理
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

問
合
先　
環
境
政
策
課
☎（
275
）６

８
３
４

　令和6年度の無料普通ごみ処理券（茶色）を使い切らずに残されて
いる場合、15枚（1シート）をトイレットペーパー2ロールに、30枚
（2シート）を30リットルのごみ袋1セット（10枚）に交換します。な
お、15枚（1シート）に満たない場合でも、8枚以上あればトイレット
ペーパー1ロールと交換します。

※土・日も実施

時間　9：30～16：30
会場　市役所別館（１階）
持ち物　持ち帰り用の袋
※必ずお持ちください

金

交 換 期 間

問合先　環境政策課☎（275）6834

無料普通ごみ処理券を

令和 6年度の余った

日用品と交換します
5月9日から5月15日

木
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みんない
っしょに生きる社会を

　

私
た
ち
の
生
き
る
世
界
は
、性
別
、出

身
地
、人
種
や
民
族
、障
が
い
の
有
無
な

ど
、
一
人
ひ
と
り
違
う
個
性
を
持
っ
て

形
づ
く
ら
れ
て
い
ま
す
。お
互
い
が
そ

の
違
い
を
理
解
し
、
尊
重
し
認
め
合
う

こ
と
で
、
誰
ひ
と
り
取
り
残
さ
な
い
社

会
の
実
現
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

　

世
界
人
権
宣
言
に
お
い
て
は
、「
す
べ

て
の
人
間
は
、
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て

自
由
で
あ
り
、か
つ
、尊
厳
と
権
利
と
に

つ
い
て
平
等
で
あ
る
」
と
宣
言
さ
れ
ま

し
た
。

　

し
か
し
、
人
権
は
誰
に
も
等
し
く
与

え
ら
れ
た
権
利
で
あ
る
は
ず
が
、
偏
見

や
差
別
に
よ
り
、
思
う
よ
う
に
生
き
る

こ
と
が
で
き
な
い
人
も
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
、
人
間
ら
し
く
自
分
ら
し

く
生
き
る
権
利
が
損
な
わ
れ
て
い
る
の

が
、人
権
問
題
で
す
。こ
れ
ら
の
問
題
の

存
在
を
知
る
こ
と
は
、
差
別
や
偏
見
の

な
い
社
会
を
つ
く
る
こ
と
に
繋
が
り
ま

す
。ま
た
、他
人
だ
け
で
な
く
自
身
の
人

権
を
守
る
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。自
分

自
身
が
無
意
識
に
差
別
的
な
言
動
を
と

っ
て
い
な
い
か
振
り
返
る
こ
と
も
、
差

別
的
な
扱
い
を
受
け
て
い
な
い
か
を
理

解
す
る
き
っ
か
け
に
も
な
り
ま
す
。そ

し
て
、
根
拠
の
な
い
否
定
的
な
固
定
観

念
や
先
入
観
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
、

改
善
を
図
る
こ
と
に
も
繋
が
り
ま
す
。

　

誰
も
が
人
権
問
題
に
対
す
る
意
識
を

高
め
、
他
人
の
困
難
を
理
解
し
思
い
や

る
気
持
ち
を
持
つ
こ
と
で
、
豊
か
な
共

生
社
会
の
実
現
を
め
ざ
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

ま
ず
は
、
ど
ん
な
人
権
課
題
が
あ
る

の
か
を
知
り
、
正
し
い
知
識
と
理
解
を

深
め
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

人
権
・
生
活
相
談
課
☎（
275
）６
２
７
９

人権問題のいろいろ

大
切
な
お
家
の
こ
れ
か
ら
を
考
え

る
時
に
各
種
補
助
制
度
の
ご
案
内

■
耐
震
診
断
・
耐
震
改
修
補
助
制
度

　
住
宅
の
耐
震
診
断
・
改
修
に
か

か
る
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま

す
。

■
空
き
家
対
策
補
助
制
度

　
空
き
家
バ
ン
ク
の
登
録
物
件
で

売
買
が
成
立
し
た
方
に
、
費
用
の

一
部
を
補
助
し
ま
す
。買
主
は
当

該
物
件
に
住
民
登
録
が
必
要
で

す
。

■
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
撤
去
補
助
制
度

　
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
撤
去
に
か
か
る

費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

■
空
き
家
除
却
補
助
制
度

　
空
き
家
の
除
却
に
か
か
る
費
用
の

一
部
を
補
助
し
ま
す
。

※
各
補
助
制
度
に
は
要
件
が
ご
ざ
い

　
ま
す
の
で
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

　
確
認
く
だ
さ
い
。必
ず

　

事
前
に
申
請
を
行
っ

　
て
く
だ
さ
い
。

※
い
ず
れ
も
予
算
額
に
達
し
ま
す

　
と
終
了
に
な
り
ま
す
。

問
合
先　
都
市
計
画
課
☎（
275
）６

４
７
９

消費生活センターだより
C o n s u m e r  s e r v i c e  c e n t e r  n e w s l e t t e r遠隔操作アプリを悪用して借金をさせる副業や投資の勧誘に注意！

休業日 土・日曜日、祝日

遠隔操作アプリとは、自分のスマートフォンやパソコンに遠隔地の第三者が接続して、両者が画面を共有しな
がら遠隔操作を行うアプリのことです。パソコンメーカーや通信事業者がユーザーサポートを行う場面等で利

用されます。副業や投資の勧誘では、支払いのために借金をさせられる場合があり、最近では、遠隔操作アプリを悪用
して借金をさせるケースが目立っています。事業者は、遠隔操作アプリを悪用し、消費者のスマートフォンの画面を見
ながら、お金の借り方について細かく指示を出します。事業者から「説明のために必要」などと遠隔操作アプリをインス
トールするよう指示されても、安易にインストールするのは避けましょう。簡単に稼げるようなうまい話はありません。
「簡単に稼げる」「もうかる」ことを強調する広告をうのみにしたり、借金してまで契約したりしないようにしましょう。

時　間 9：00～16：45

☎（267）5501
場　所 市役所本館２階

困ったときは、
消費生活センターへ

ポイ
ント

※国民生活センター「子ども・若者サポート情報　第205号」から抜粋・イラスト黒崎玄

※休業日は「消費者ホットライン」
　  ☎188へお問い合わせください

※来庁をご希望される場合は事前
　 にお電話ください

バイトを探しており「スマートフォンからスタンプを送信するだけで日給 5 万円」と記載のあるサイトか
ら登録した。後日、担当者から電話があり「予想収益 100 万円」とする約 70 万円の副業のサポートプラ
ンを勧められた。「先行投資」と言われ、貸金業者 3社から 30万ずつ借金する方法を提示された。遠隔操
作アプリをインストールさせられ、私のスマートフォンの画面が共有された状態となり、インターネット
上で各社に借金を申し込んだ。家族に反対されたため、借金の申し込みを撤回したい。（当事者：学生）

女性の人権 こどもの人権 高齢者の人権
障がいのある人の人権 部落差別（同和問題） 外国人の人権
感染症に関する人権問題 情報化社会における人権 性的マイノリティの人権

労働をめぐる人権 犯罪被害者とその家族の人権 北朝鮮当局による拉致
被害者等に関する人権

生活困窮者等の人権 ホームレスの人々に関する人権 災害に関する人権
アイヌの人々の人権 こころの病に関する人権 人身取引に関する人権
刑を終えた出所者等に関する人権 見た目（外見）問題に関する人権 無戸籍に関する人権

【分野別課題】高石市人権施策推進基本方針　令和７年３月改正


